








要約:NICU を有する全国の主要な 110 施設に新生児の栄養法に関するアンケート調査と

1991 年と 1992 年の 2 カ年間に生後 3 ヵ月未満(90 日まで)の重症感染症(敗血症、細菌性

髄膜炎、無菌性髄膜炎)罹患と感染症発症までの栄養法を症例記載方式で調査した。55 施

設より回答を得、成熟児の感染症 176 例を検討の対象とした。3 疾患の内訳は無菌性髄膜

炎 97 例、敗血症 51 例、細菌性髄膜炎 28 例であった。1993 年 1 月に当院小児科を受診し

た外来患者から生後3ヵ月未満に感染症に罹患しなかった 166 例を対照群として、感染症

発症時期を生後 0～7 日、8～30 日、31～90 日に分け、栄養法を母乳のみ、母乳の多い混

合、主として人工乳の 3 段階に分けてχ2 検定で有意差検定を行なった。細菌性髄膜炎に

ついては症例数の関係で三つの時期に分けて検討出来なかったが、いずれも感染症発症ま

での栄養法は主として人工乳の場合に統計学的に有意差を持って感染症罹患率が高いこと

が示された。昨年度われわれの施設での過去 6年間に生後 3ヵ月未満の感染症で入院を要

した児での予備調査と同様の結果が全国調査でも示された。また全国的に細菌性髄膜炎の

罹患頻度は減少している傾向が伺われたが、過去に遡っての全国調査は難しく当科での過

去 20 年間の推移を検討し、明らかな減少傾向が認められた。厚生省の全国的な生後 1 ヵ

月、3 ヵ月の年次別の栄養法の推移から考察すると母乳栄養が細菌性髄膜炎の減少に一役

買っている様に思われた。


